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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月9日(2011.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アテローム硬化症の脆弱性プラークを治療するための医療装置において、
　血管の開通性を維持して脆弱性プラークの病巣の線維質の被包に対する構造的な支持を
行なうためのステント、
　前記ステントの少なくとも一部分に固定されている生体適合性のビヒクル、および
　前記脆弱性プラークの病巣の線維質の被包および脂質のコアの少なくとも一方を治療す
るために前記生体適合性のビヒクルの中に混合されている治療の用量におけるラパマイシ
ンおよび１７ベータ－エストラジオールの組み合わせ物を備えている、医療装置。
【請求項２】
　前記ステントがバルーンにより拡張可能である、請求項１に記載のアテローム硬化症の
脆弱性プラークを治療するための医療装置。
【請求項３】
　前記ステントが自己拡張式である、請求項１に記載のアテローム硬化症の脆弱性プラー
クを治療するための医療装置。
【請求項４】
　前記生体適合性のビヒクルが高分子の被膜を含む、請求項１に記載のアテローム硬化症
の脆弱性プラークを治療するための医療装置。
【請求項５】
　前記ラパマイシンがシロリムスを含む、請求項１に記載のアテローム硬化症の脆弱性プ
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ラークを治療するための医療装置。
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